
　介護記録の書き方について「何を書けばよいのか」「どのように書けばよいの
か」分からないなど、施設では文章を書くことが苦手といった悩みを抱えている
介護職員が多いのが現状です。本セミナーでは、介護記録を書く上で陥りがち
な施設での例を提示しながら、「どこが不十分なのか」「不十分な理由は何か」
「どのように表現すればよいか」といったポイントを解説し、「ケアが見える」「ケ
アに生かす」介護記録の書き方のコツを指導します。

ケアが見える！ ケアに生かす！
施設介護記録の書き方のコツ
どこが不十分なのか、どのように表現すればいいかが分かる。

参
加
料

18,000円（税込） 
※日総研の会員制・定期刊行物の年きめ購読者は3,000円off。
※参加いただくには事前のお申し込みが必要です。※最少催行人数14人。

昼食代は含まれません。
昼食は各自でお持ちください。（　　 　　）

09年12月19日（土） 10：00～16：00
［会場］アソルティ本町（TKP大阪本町ビジネスセンター）
大阪

　このたび日総研におきまして、下記の通りセミナーの開催を予定しています。関連する皆様
方にご案内頂きますようお願いいたします。このようなFAXでのご案内によりご迷惑をお掛け
する場合は、ご面倒ですが貴施設のFAX番号をご記入の上、下記FAXまでご返送ください。

看護･介護長　様

1
セミナー

自分の記録で
添削トレーニング！

伊藤亜記氏
　1970年富山県生まれ。短大卒業後、出版会社へ入社。1998年、介護福祉士　1970年富山県生まれ。短大卒業後、出版会社へ入社。1998年、介護福祉士
を取得。老人保健施設で介護職を経験し、ケアハウスで介護相談員兼施設長を取得。老人保健施設で介護職を経験し、ケアハウスで介護相談員兼施設長
代行を務める。その後、大手介護関連会社の支店長を経て、「ねこの手」を設代行を務める。その後、大手介護関連会社の支店長を経て、「ねこの手」を設
立。介護コンサルタントとして活動する中で、介護記録の書き方セミナー講師と立。介護コンサルタントとして活動する中で、介護記録の書き方セミナー講師と
して定評があり、全国で精力的に活躍中。介護福祉士・社会福祉主事・レクリして定評があり、全国で精力的に活躍中。介護福祉士・社会福祉主事・レクリ
エーションインストラクター・学習療法士１級。エーションインストラクター・学習療法士１級。
主な著書：『添削式 介護記録の書き方～在宅・通所・入所』（ひかりのくに出版）主な著書：『添削式 介護記録の書き方～在宅・通所・入所』（ひかりのくに出版）

ＦＡＸa0120-052690

11917-1

大阪 ☎（06）6262-3215

ケアが見える！ケアに生かす！
施設介護記録の
書き方のコツ

□ 大阪 12/19

FAX申込書
●お申し込み受付後、通常１週間以内に参加証をお送りしています。参加証が届かない場合にはお問い合わせください。

※日総研ではご提供いただいた個人情報は目的に従い適切に利用しております。詳細はwww.nissoken.com/privacy

氏　名
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役職・部署

送付住所　　TEL（　   　　　） 　  　 　－

□自宅　□勤務先
〒　 　　 －　　　　  

勤務先名お客様コード
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送付先

　自宅  ・  勤務先

▼受取確認者氏名を必ずフルネームでお書きください

▼日総研の会員制・定期刊行物をご購読の方はお客様コードをご記入ください
生年月日　　西暦　　19　　　　年　　　　　月　　　　　日

［主催］1日総研出版 〒451-0051 名古屋市西区則武新町3-7-15 日総研ビル

QRコードで携帯から
すぐ申し込めます

株式会社ねこの手 代表取締役
合同会社介援隊 COO（副代表）

※「12月７日～12月14日までの利用者１名の１週間分の介護記録」
を持参ください。個人情報保護に留意し、、個人が特定されないよ
うな配慮（氏名・住所などを消す）をお願いします。 

１．求められる介護記録の役割と目的
　  あなたが書いている記録を再確認してみよう 
１）実践したケアの内容について誰が読んでも分かるか？
２）ケアプランに連動し継続的なケアが記載されているか？
３）情報が職員間で共有されケアに生かされているか？

２．陥りがちな介護記録の問題点と改善のポイント
１）5Ｗ1Hが不十分な記録　２）書いた本人だけが分かる（日記のような）記録
３）ケアの根拠があいまいな（プランから逸脱した）記録
４）誰に伝えたいのか分からない（リスクヘッジにつながらない）記録
５）利用者の変化が把握できない（モニタリングに生かせない）記録
６）利用者の姿が見えない（主観的な情報だけの）記録

３．介護記録で施設のケアが変わる！
   “ケアが見える”“ケアに生かす”介護記録を書くための「コツ」
１）気づきの視点と情報収集の技術が「リスクヘッジ」のカギ
２）「なぜ？」を意識し利用者の「SOS」を見逃さない
３）利用者とのコミュニケーションツールとして活用する
４）「私だったら“Ｉ”どうされたいか“HOW”」という視点で記録を読み返す

４．法令上において必要な記録帳票の作成・保管のあり方
　コンプライアンス（法令遵守）に則った記録の「キモ」
１）利用者の「権利」を守る　２）サービス提供の「証」と法的根拠
３）「監査」「情報の公表」「第三者評価」での要求

育つ。定着する。職場を創る！

隔月刊誌　入会金 3,000円  年間購読料 21,000円

スタッフが定着する！ 
介護現場の労働環境整備

7-8月号
特集

会員制・定期刊行物 会員制・定期刊行物

A4変形判 128頁予定　入会金 3,000円  年間購読料 13,650円（共に税込）
創刊準備号＋季刊誌の計5冊（12・2・5・8・11月の1日）配本

私たちの専門誌12月創刊！ 「施設の顔」実務が
見える化！
仕事振りが変わる！


